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地域デジタルコモンズとは

地域デジタル知識基盤プラットフォームのコモンズ
（知識・データの共有地）

多様なデジタルアーカイブ群の包摂プラットフォーム



デジタルコモンズの要件

•自己開発・学習を支援するメディア環境

•知識・データの持続的成長を保証する環境

•デジタル知識基盤化を望ましく支援する政策

•指導・実践できる人材（デジタルアーキビスト）

•現状は…
– 個別の有志の意思に支えられている

（何も支援がなければ消え去る可能性が高い）

– 政策や社会的合意形成はどこにもない

– ＩＣＴスキルの著しい個人差 できる人はできる



これまでの地域学と新しい地域学
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信州学とは？

•信州（長野県）の地域学

– 歴史、地理、文化、自然、経済、産業など

– 学際的な地域研究

– 市川健夫氏(1927-2016)らが提唱

•社会全般に信州の資源・知識が活用される知
の総体

•学習は社会活動全般の礎である



県立高校で始まった「信州学」

長野県ＨＰからプレスリリースを転載
http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyogaku/happyou/documents/1606274press.pdf

地域学習こそ
小中学校へ

学校現場が困惑気味



知識・情報の網目としてのデジタルコモンズ

個人・団体・機関などの具体的な群小のアーカイブ群
著しく自律分散的特性を持つアーカイブ群



「信州」デジタルコモンズ

「信州」（長野県）をモデル地域とする
市町村・ＭＬＡ・公民館等の施設

大学・学校・企業・市民グループ・個人
が自律分散的に生産・集積する知識の源泉を束ねる

横断的・包摂的に
検索・閲覧・活用

自律分散的な
知識の源泉
（デジタルアーカイブ）

信州デジタルコモンズ

持ち寄る

共有



群小のデジタルアーカイブ＝ポートフォリオ

知識とは？ 本来的に研究者・学習者に発するもの
成果物（ポートフォリオ）を蓄積し公開
役立つ資料・データの品揃えを増やす

それらの相互関係を可視化する情報の網目の組成



みんなで共有できるネット上の本棚

信州学の学（知識）と学び（学習プロセスと成果）
を載せ合える「ネット上の本棚」



eポートフォリオとeduco
主体的な学びプロセスの支援

端山貢明氏
メディア学、東北芸術工科大学名誉教授

Ｈ．Ｒ．Ｄ
Human Resource Development

Ｈ．Ｒ．Ｄ
Human Resource Development

educo（引き出す）
educationの語源

educo（引き出す）
educationの語源

自らのポートフォリオが
他者が参照するアーカイブになる

現代の要請に対応する体系

自己開発・学習支援
自ら書き込むスペースと蓄積
（自らのアーカイブ＝ポートフォリオ）

コモンズに載せる



学習（思考）プロセスを制作プロセスにする

デジタルカメラやDVカメラ
スキャナ

実世界の文物・風物など
資料

素材（デジタル画像）
素材（デジタル画像）

所定のフォルダに格納

PushCornで画像の説明文などを入力

PopCornで生成した自分のホームページ

PushCorn・PopCorn 付加情報

PopCornのデータ 画像などの素材

実世界

素材

Webサイト

観察・調査

情報付加
関連付け

学習成果



非定型ドキュメントの記述・定義法

知識の記述は基本的に非定型である
非定型の記述・定義法、情報アーキテクチャが必要



「わたしたちの信州」実践モデル
まちあるき（地域学習）をアーカイブ化

まちあるきイベント

各自が主役
写真を撮る

おわったら
みんなで

見せ合い会

画像→グループ化しトピックにし構造化
ＤＳＴ（デジタルストーリーテリング）

アーカイブコンテンツ
「小諸まちあるき」



小さく自律分散的に始める
全県的規模で包摂する

地域各地の個人・団体・機関等が分散的に活動
ネット包摂により全県規模のコモンズとなる



信州学実践モデル「立科町探検隊」

蓼科高校「蓼科学」
・従来型をアクティブラーニングに
・地元・立科町を通して地域を探る
・住民の協力／住民と協働の学び
・立科町のよさや実際の姿を知る



生徒が主体、成果を持ち帰る

様子を記録 お話を記録

写真で記録 ビデオで記録

デジカメで

ビデオカメラで



「立科町探検隊」の記録は
地元立科町の宝になる

今の立科町の「ありのまま」の様子
今だから残しておける大切な記録

「地域のアーカイブ」にして
地元の皆さんに受け渡そう



アーカイブサイト「立科町探検隊」

班 探検隊テーマ

Ａ班 女神湖のかっぱの話

Ｂ班 りんご

Ｃ班 津金寺

Ｄ班 たてしなップル

Ｅ班 権現の湯

Ｆ班 ソフトクリーム

Ｇ班 農ん喜村の野菜について

Ｈ班 農ん喜村とは何か

Ｉ班 無量寺

http://mmdb.net/tate2016



群小化に対応したプログラム適用

デジタルアーカイブのデータセットは極めてシンプルである。

データセットの例

ミニマムなアーカイブのデータセット（実体＋メタデータ）



メタデータファースト
デジタルアーカイブの処理はシンプル

デジタルアーカイブ運営の処理モデル



メタデータファースト処理モデル
当該方式のメリット

①群小で多様なアーカイブに柔軟に適応できる

②開発コスト・工数を最小に抑えられる

③プログラムの差し替え容易、データ保全を保証
④プログラミング学習者の成果を実稼働システム
に取り込みやすい

⑤平易なデータモデルのため、デジタルアーキビ
スト学習に適した教材となる



平易なプログラム開発の適用
地域・大学等で開発を担える人材を育成



デジタルアーキビスト養成プログラム
への適合

•適正にモデル化されたデジタルアーカイブによ
り、デジタルアーカイブの基本理解ができる

•すぐに使えるシステムでアーカイブ制作実践を
しながら生きた学習ができる

•地元の最寄りのアーカイブ構築から実践経験
を積み、より高度な関わり方ができる



今後に向けて

•人材育成プログラム：デジタルアーキビストの養成

•デジタルコモンズ（サービス）の試行的構築

•地域活動・地域学習のモデルづくりと実践

•社会的波及効果のある推進指導体制づくり

地域デジタルコモンズの実現
（知識基盤社会を開く）


